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余
三
の
３
か
村
か
ら
用
地
を
買
収
し
、
広

さ
は
約
４
２
０
０
町
歩
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
13
年
、
下
総
牧
羊
場
と

取
香
種
畜
場
が
合
併
し
、明
治
21
年
に
は
、

「
宮
内
省
下
総
御
料
牧
場
」
と
改
称
さ
れ
、

牧
場
事
務
所
も
高
堀
か
ら
三
里
塚
へ
移
転

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
倉
牧
の
歴
史
は
開
拓

か
ら
下
総
御
料
牧
場
へ
と
引
き
継
が
れ
、

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
羊
や
牛
の
振
興
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
競
走
馬
の
改
良
・
繁
殖
を
本

格
的
に
再
開
し
た
昭
和
２
年
以
降
、
現
在

の
日
本
の
競
走
馬
の
原
点
と
も
言
え
る
、

偉
大
な
種
牡
馬
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

⑩
十と

倉く
ら

⑪
十
余
と

よ

一い
ち

⑫
十
余
ニ

と

よ

に

⑬

十
余
三

と

よ

み

で
あ
る
。（
Ｐ
11
地
図
参
照
）

こ
の
う
ち
、
七
栄
と
十
倉
は
現
在
も
富

里
町
の
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

更
に
、
明
治
８
年
に
は
、
下
総
御
料
牧

場
の
前
身
と
し
て
、「
下
総
牧
羊
場
」
と

「
取
香
種
畜
場
」
が
、
事
務
所
を
十
倉
村
両

国
（
現
富
里
町
高
堀
）
に
置
き
、
牧
羊
や
牛

馬
の
畜
産
改
良
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
先
の
開
拓
事
業
の
推
進

と
共
に
、
時
の
内
務
卿
・
大
久
保
利
通
に

よ
っ
て
、近
代
牧
畜
の
重
要
性
が
説
か
れ
、

青
草
や
樹
林
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
物
資
の

輸
送
に
便
利
な
地
の
利
が
選
定
の
条
件
と

な
っ
た
た
め
だ
。

牧
場
は
取
香
牧
と
、
十
倉
、
七
栄
、
十

【
牧
の
開
拓
・
下
総
御
料
牧
場
へ
】

明
治
７
年
、
幕
末
期
に
25
人
い
た
旧
佐

倉
牧
士
と
牧
士
見
習
は
５
人
に
な
り
、
彼

ら
は
取
香
牧
の
取
締
役
に
任
命
さ
れ
た
。

佐
倉
七
牧
の
大
半
は
、
新
政
府
が
打
ち
出

し
た
窮
民
救
済
の
た
め
、
開
墾
か
い
た
く

地ち

と
し
て

払
い
下
げ
ら
れ
た
が
、
取
香
牧
だ
け
は
官

有
地
と
し
て
残
り
、
旧
佐
倉
牧
士
が
管
理

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
開
墾
が
始
ま
っ
た
村
に
は
、

個
々
に
地
名
が
無
か
っ
た
た
め
、
字あ
ざ

名め
い

が

順
番
に
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
①
初
富
は
つ
と
み

②
二ふ
た

和わ

③
三み

咲さ
き

④
豊と
よ

四
季
し

き

⑤
五ご

香こ
う

⑥
六む
つ

実み

⑦
七
栄
な
な
え
い

⑧
八
街
や
ち
ま
た

⑨
九
美
く

み

上あ
げ

馬
匹
改
良
の
夜
明
け

満開の桜の下で、追い運動をする若駒たち。（写真：三里塚御料牧場記念館所蔵）

～野馬から競走馬に至る歴史の風～

内務卿・大久保利通肖像
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ま
た
、
下
総
御
料
牧
場
は
、
競
走
馬
や

御
料
乗
馬
（
皇
室
騎
乗
用
馬
）、
農

耕
馬
を
始
め
、
牛
、
羊
、
に
わ
と

り
な
ど
の
家
畜
の
ほ
か
に
、
野
菜

や
乳
製
品
な
ど
、
多
く
の
皇
室
御ご

用
達
よ
う
た
し

の
農
産
物
を
生
産
し
て
い
た
。

牧
場
内
に
は
軽
便
鉄
道
の
路
線

や
、
１
マ
イ
ル
（
１，

６
０
９
ｍ
）

馬
場
が
三
里
塚
と
富
里
の
両
国
地

区
に
あ
り
、
春
や
秋
に
は
「
草
競

馬
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
光
景
も

見
ら
れ
、
両
国
の
県
両
総
馬
匹
農

業
協
同
組
合
で
は
、
軍
馬
や
農
耕

馬
の
種
付
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

扶
桑
牧
場
も
御
料
牧
場
当
時
の
厩
き
ゆ
う

舎し
や

を
利
用
す
る
な
ど
、
今
で
も
そ
の
お
も
か

げ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
昭
和
10
年
に
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス

か
ら
輸
入
し
た
ダ
イ
オ
ラ
イ
ト
は
、
三
冠

馬
の
セ
ン
ト
ラ
イ
ト
を
輩
出
。

ち
な
み
に
三
冠
レ
ー
ス
で
あ
る
、
皐さ

月つ
き

賞し
よ
う
、
東と
う

京
き
よ
う

優ゆ
う

駿
し
ゆ
ん

（
日
本
ダ
ー
ビ
ー
）
、

菊き
つ

花か

賞
し
よ
う
を
制
し
た
歴
代
の
三
冠
さ
ん
か
ん

馬ば

は
、
セ

ン
ト
ラ
イ
ト
、
シ
ン
ザ
ン
、
ミ
ス
タ
ー
シ

ー
ビ
ー
、
シ
ン
ボ
リ
ル
ド
ル
フ
、
ナ
リ
タ

ブ
ラ
イ
ア
ン
の
５
頭
の
み
で
あ
る
。

下
総
御
料
牧
場
は
、
こ
の
２
頭
の
種
牡

馬
の
輸
入
と
共
に
、多
く
の
馬
の
育
成
や
、

毎
年
10
頭
の
種
牡
馬
候
補
を
生
産
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
払
い
下
げ
、
民
間
牧

場
の
馬
匹
改
良
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
日

本
の
競
走
馬
の
原
点
と
し
て
、
小
岩
井
農

場
、
新に
い

冠
か
つ
ぷ

牧
場
と
、
そ
の
地
位
を
競
っ

て
い
た
。

【
昭
和
初
期
の
馬
産
の
発
展
】

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
、
い

つ
の
時
代
も
「
早
く
・
強
い
馬
づ
く
り
」

を
目
的
に
、
日
本
は
海
外
か
ら
多
く
の
種

牡
馬
を
輸
入
し
続
け
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
現
在
の
日
本
の
サ
ラ
ブ
レ

ッ
ド
の
原
点
と
も
言
え
る
、
２
頭
の
種
牡

馬
が
下
総
御
料
牧
場
に
繋
養
け
い
よ
う

さ
れ
た
。

昭
和
２
年
、種
牡
馬
ト
ウ
ル
ヌ
ソ
ル
は
、

当
時
大
卒
初
任
給
・
約
60
円
の
時
代
に
、

９
８，

０
７
６
円
と
い
う
破は

格か
く

の
値
段
で

イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
、
初
代
ダ
ー
ビ

ー
優
勝
馬
の
ワ
カ
タ
カ
な
ど
、
６
頭
の
ダ

ー
ビ
ー
馬
を
輩
出
す
る
な
ど
の
実
績
を
あ

げ
た
。

多
く
の
優
駿
を
輩
出

中野福治さんの勝負服姿（写真：中野よね氏所蔵）
両国で行われた草競馬で、優勝したときの写真。公認の

ジョッキーだった中野さんは、わざわざ写真屋を呼んで撮

影している。

トウルヌソル（写真：三里塚御料牧場記念館所蔵）
1922年（大正11）生まれ　鹿毛　英国産

昭和２年に輸入　当時６歳

競走成績は明４歳から６歳までの間に１着６回、２着５

回、３着２回。産
さん

駒
く

数は374頭（余
よ

勢種付
せいたねつけ

を含む）に達し、

10年から連続５年間リーディングサイアーとなった。特

にその産駒のなかから東京優駿競走（ダービー）に、６頭

の優勝馬（ワカタカ、トクマサ、ヒサトモ、クモハタ、イ

エリュー、クリフジ）を出している。

ダイオライト（写真：三里塚御料牧場記念館所蔵）
1927年（昭和２）生まれ　鹿毛　英国産

昭和10年に輸入　当時９歳

競走成績は明３歳から６歳までの間に24回出走。１着

６回、２着２回、３着５回、獲得賞金18,275ポンド。産

駒は272頭で17年から３年間リーディングサイアーとな

った。産駒の中で最も有名なのはセントライトである。

セントライトはダイオライトの余勢種付により、13年

に生まれ16年の第10回ダービーに優勝したほか、同年の

皐月賞、菊花賞に優勝してわが国最初の３冠馬となった。

～野馬から競走馬に至る歴史の風～

三里塚御料牧場記念館
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２歳牡馬
ぼ ば

の放牧風景（写真：稲野辺実氏所蔵）
広大な放牧場に放された牡馬たちは、じゃれたり、けんかを

したりしながら、段々に社会性を身につける。その後、鞍付け、

ハミ付けなどを行い、３歳の春には牧場内で開催されたセリ市

に出され、いずれも血統が優れているため高値で売却された。

ちなみに昭和７年の最高価格は23,000円で、この年トウルヌ

ソルの産駒ワカタカが、第１回ダービーで優勝している。

当歳
とうざい

馬
ば

の追い運動・10月頃（写真：小川栄一氏所蔵）
その年に生まれた馬を当歳馬という。まだ鞍

くら

付け、ハミ付け

をしていない当歳馬たちを、走路で強制的に運動させるために、

追い運動を行っていた。

三里塚御料牧場記念館（成田市）
社会教育指導員である師岡裕行さんから、下総御料牧場の歴史

の説明を受ける小林特派員。「下総御料牧場は、最初は富里町に

あったんですね」とびっくり。館内には、畜産振興のパイオニア

として、輝かしい足跡を残した御料牧場の歴史を後世に伝えるた

め、①御料牧場の概要　②御料牧場の歴史　③牧畜と農耕　④研

究技術の発展　⑤皇室と御料牧場　⑥三里塚と文人の６つのコー

ナーから展示されています。記念館が建てられている場所はかつ

て、下総御料牧場の事務所があった所です。

恵畑政夫さん（元・御料牧場職員）
17歳で採用された私は、当初は臨時職員で、戦前は両

国（富里）の牧場で競走馬の調教をしていました。育成馬

の厩舎は２棟あり、その内の１棟は今も残っているようで

すね。1人で２、３頭を担当し、鞍つけ、ハミ付けから馴

らしていくのですが、なかなか思うように調教できない馬

もいました。私が育てたテツサクラという馬がダービーで、

２着になったときは嬉しかったですね。

御料牧場の馬は強く、ダービーでは、ワカタカ、トクマ

サ、ヒサトモ、クモハタなどがいましたね。ダービーとい

えば、下総御料牧場か小岩井農場と言われていたんです。

３歳馬の騎乗運動（写真：小川栄一氏所蔵）
１マイルの馬場で行われた騎乗運動。騎乗訓練では、常足、速足、

駆足
かけあし

を行う。両国（富里）には厩舎が２棟あり育成馬の調教をしてい

た。また、両国の馬場では、毎年花見どきに馬好きが集まって、草競

馬が行われ、大勢の人でにぎわった。

自
分
の
育
て
た
馬
が
ダ
ー
ビ
ー
２
着

そ
の
と
き
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
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下
総
牧
羊
場
が
設
立
さ
れ
た
明
治
８
年

以
来
、
富
里
町
は
馬
産
地
と
し
て
の
名
残

を
残
し
、
両
国
神
社
の
境
内
に
は
、
大
久

保
利
通
が
主
導
し
た
下
総
牧
羊
場
跡
の

「
碑
」
が
そ
っ
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。

そ
の
碑
か
ら
わ
ず
か
に
離
れ
た
場
所
に

は
、「
競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
案
内
所
」
が
、

古
き
馬
産
地
に
、
新
た
な
競
走
馬
の
振
興

を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
】

桜
と
馬
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
た
下

総
御
料
牧
場
は
、
昭
和
44
年
９
月
、
成
田

空
港
の
建
設
に
よ
り
約
１
０
０
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
、
栃
木
県
高
根
沢
町
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
る
。

下
総
御
料
牧
場
の
存
在
は
、
日
本
の
畜

産
の
振
興
や
馬
匹
改
良
の
始
ま
り
と
し

ま
す
。
そ
の
、
ト
ウ
ル
ヌ
ソ
ル
の
仔
で
第

１
回
の
ダ
ー
ビ
ー
馬
ワ
カ
タ
カ
を
飼
育
し

て
い
た
の
が
、
私
の
父
の
野
平
保
蔵
で

「
馬
の
こ
と
な
ら
野
平
に
聞
け
」
と
、
牧

場
内
で
は
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

下
総
御
料
牧
場
の
周
辺
に
は
、
当
時
か

ら
多
く
の
民
間
牧
場
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
佐
倉
牧
が
あ
っ
た
の
で
、
や
は
り

気
候
・
風
土
が
馬
の
飼
育
に
あ
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
御
料
牧
場
の
一
部
が
民
間

に
払
い
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
、
高
い
功
績
を
残
す
と
同
時
に
、
こ
の

地
に
多
数
の
民
営
牧
場
を
生
む
要
因
と
も

な
っ
て
い
た
。

北
海
道
に
拠
点
を
移
し
た
社
台
フ
ァ
ー

ム
も
昭
和
14
年
に
、
千
葉
社
台
牧
場
と
し

て
新
木
戸
に
開
設
さ
れ
た
。

現
在
、
富
里
町
に
は
18
の
牧
場
が
競
走

馬
の
育
成
や
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
生
産
を

め
ざ
す
牧
場
も
点
在
し
て
い
る
。

馬
産
地
の
新
た
な
展
開
へ

房総の
魅力10

0選

下総牧
羊場跡

・千葉
県指定

史跡（
富里町

両国）

明治８
年、大

久保利
通内務

卿の主
導によ

り七栄
、十倉

の両地
区に牧

羊場を
設置、両

国区に
勧業寮

本庁を
置いた

。この地で民間牧場が育んでいったのは、

佐倉牧や御料牧場の存在も要因の一つでしょうか。

社会教育指導員

新島　新吾さん

春
駒

高
村
光
太
郎

三
里
塚
御
料
牧
場
記
念
館
は
、
昭
和
56

年
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
年
間
３，

５
０
０
人
ほ
ど
の
方
が
お
見
え
に
な
り
ま

す
。
館
内
に
は
、
桜
と
馬
の
牧
場
と
し
て
、

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
旧
宮
内
庁
下

総
御
料
牧
場
の
開
場
か
ら
、
成
田
空
港
の

建
設
に
よ
っ
て
昭
和
44
年
に
閉
場
と
な
る

ま
で
の
歴
史
や
、
牧
場
周
辺
の
自
然
な
ど

を
、
ビ
デ
オ
や
写
真
、
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

下
総
御
料
牧
場
は
、
下
総
牧
羊
場
と
取

香
種
畜
場
が
合
併
し
て
出
来
た
牧
場
で
す

が
、
早
く
か
ら
西
欧
式
農
法
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
馬
匹
改
良
に
も
力
を
注
ぎ
、
わ

が
国
の
牧
場
経
営
の
模
範
と
な
る
よ
う
改

革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
２
年
に
輸
入
し
た
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
ト
ウ
ル
ヌ
ソ
ル
や
、
そ
の
後
に
輸
入
し

た
ダ
イ
オ
ラ
イ
ト
が
ダ
ー
ビ
ー
馬
を
輩
出

す
る
な
ど
、競
走
馬
の
発
祥
の
地
と
し
て
、

日
本
の
近
代
競
馬
に
大
き
く
貢
献
し
て
い


